
 

香香川川のの自自転転車車利利用用をを  
考考ええるる懇懇談談会会

 

平成１９年２月２２日（木）

資料－１ 

（（総総括括説説明明資資料料））  



１．１．自転車のメリット自転車のメリット

なぜ今、自転車なのか？

１出典：自転車統計要覧（H16 自転車産業振興協会）
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■降水量と日照時間
（出典：気象庁『日本気候表(Ｈ13. 3)』）
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■傾斜度別土地構成比
（出典：国土交通省『国土統計年鑑』）

■自転車保有台数

・ 香川県の自転車保有率は全国６位。鉄道の発達した大都市周辺を除くとトップ

・ 傾斜度３％未満の土地の面積構成比は全国平均の約１．５倍

・ 降水量は全国で３番目に少なく、日照時間は全国６位の長さ

・ 香川県の自転車保有率は全国６位。鉄道の発達した大都市周辺を除くとトップ

・ 傾斜度３％未満の土地の面積構成比は全国平均の約１．５倍

・ 降水量は全国で３番目に少なく、日照時間は全国６位の長さ

少少ない降雨ない降雨平坦な平坦な地形地形高い高い自転車保有率自転車保有率

香川県香川県の自転車利用環境の自転車利用環境にはには『『先進地先進地』』となる得るとなる得る素地が素地が備わっている。備わっている。

温暖な気候温暖な気候

全国順位 都道府県別
保有台数
（千台）

人口
(千人)

保有率
(台数/人口)

1 大阪 6,602 8,652 76.3%
2 埼玉 4,773 6,981 68.4%
3 東京 8,178 12,082 67.7%
4 滋賀 858 1,354 63.4%
5 千葉 3,731 6,001 62.2%
6 香川 631 1,029 61.3%
7 京都 1,534 2,565 59.8%
8 兵庫 3,283 5,567 59.0%
9 愛知 4,260 7,260 58.7%
10 愛媛 870 1,497 58.1%
15 富山 578 1,119 51.7%
16 徳島 417 823 50.7%
28 宮崎 540 1,177 45.9%
29 高知 371 810 45.8%
44 山梨 291 883 33.0%
45 鹿児島 512 1,770 28.9%
46 沖縄 295 1,362 21.7%
47 長崎 243 1,511 16.1%

１．１．自転車のメリット自転車のメリット

なぜ今、自転車なのか？

２

「環境」や「健康」などのもっと良い面を理解してもらい、「環境」や「健康」などのもっと良い面を理解してもらい、

出典：JCCA(全国地球温暖化防止活動推進センター)ＨＰ
http://www.jccca.org/content/view/1020/827/

・ ＣＯ２排出量は車が0.09（kg/分）、バス0.05（kg/分）に対し、自転車は０・ ＣＯ２排出量は車が0.09（kg/分）、バス0.05（kg/分）に対し、自転車は０

環環 境境
（地球温暖化の防止）（地球温暖化の防止）

■ １分当りのＣＯ２排出量（kg/分）
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１．１．自転車のメリット自転車のメリット

なぜ今、自転車なのか？

事事 故故
（（歩行者歩行者との錯綜）との錯綜）

駐駐 輪輪
（（通行通行の障害）の障害）

３

あわせて、「事故」や「駐輪」等の課題を解消していく必要がある。あわせて、「事故」や「駐輪」等の課題を解消していく必要がある。

安全で快適な自転車王国へ安全で快適な自転車王国へ安全で快適な自転車王国へ

香川香川オリジナルオリジナルのの手法で、手法で、『『うどんうどん』』・・『『アートアート』』に続く地域ブランドを全国へ発信に続く地域ブランドを全国へ発信

出典：川崎市中原区ＨＰ
http://www.city.kawasaki.jp/65/65tisin/home/tisin14/tisin14_11.htm

利用交通手段不詳を含む。

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～自転車の利用状況～

■通勤・通学時の交通手段(Ｈ12)
（出典：総務省『国勢調査』）

・ 通勤、通学のうち、自転車利用は約３０％を占め全国平均を大きく上回る

・ 香川・高松にとって、自転車が重要な交通手段

・ 通勤、通学のうち、自転車利用は約３０％を占め全国平均を大きく上回る

・ 香川・高松にとって、自転車が重要な交通手段

出典：H12国勢調査（総務省）
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・ ピーク時（朝：7:30～9:30、夕：17:00～19:00）の自転車は、アーケード街の通行が多い

・ 横断歩道全体に占めるほど自転車が通行

・ ピーク時（朝：7:30～9:30、夕：17:00～19:00）の自転車は、アーケード街の通行が多い

・ 横断歩道全体に占めるほど自転車が通行
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■中心市街地のピーク時自転車交通量 ■商店街の朝の状況
（横断歩道を走行する自転車）

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～自転車の利用状況～

出典：高松自転車利用環境整備基本計画 平成13年3月 高松市 ５

■市街地内の自転車走行ネットワーク

・ 市街地の自転車走行空間は、歩行者と共存する形でネットワークを形成・ 市街地の自転車走行空間は、歩行者と共存する形でネットワークを形成

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～自転車の利用環境～

アーケード街

自歩道部の幅員3.5～4.5m以上の道路

自歩道部の幅員4.5m以上の道路

６



・ 自動車の通行が多く、車道を走行する自転車は殆んどいない

・ 昨年６月より始まった「違法駐車取締りの民間委託」により路上駐車は減少

・ しかし、未だタクシー等の駐停車も多く、自転車走行空間が塞がれている

・ 自動車の通行が多く、車道を走行する自転車は殆んどいない

・ 昨年６月より始まった「違法駐車取締りの民間委託」により路上駐車は減少

・ しかし、未だタクシー等の駐停車も多く、自転車走行空間が塞がれている

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～自転車の利用環境～
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事前(H17)調査：平成18年 1月26日(木)
事後(H18)調査：平成18年 6月13日(火)

事前(H17)調査：平成18年 1月26日(木)
事後(H18)調査：平成18年 6月13日(火)

■塞がれた自転車走行空間（兵庫町）

区間①

区間②

区間③
区間④

区間⑤

区間⑥

区間⑦

区間⑧

■民間委託前後の違法駐車の状況（重点地域内）

７

• 中央通りの幅員は３．５～４．０ｍであり、走行環境は良好

• しかし、交差点において地下横断施設の利用が問題

• 中央通りの幅員は３．５～４．０ｍであり、走行環境は良好

• しかし、交差点において地下横断施設の利用が問題

■中央通り
■地下横断施設 （昇降によるストレス）

８

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～自転車の利用環境～



９

○自転車利用環境整備計画
・基本方針 ： 自転車の利便性を利用者が享受できる都市環境の構築
・主な施策 ： 市中心市街地における自転車走行空間ネットワークの形成と交通結節点

における自転車駐車場の整備

○○自転車利用環境整備計画自転車利用環境整備計画
・基本方針 ： 自転車の利便性を利用者が享受できる都市環境の構築
・主な施策 ： 市中心市街地における自転車走行空間ネットワークの形成と交通結節点

における自転車駐車場の整備

■自転車利用環境整備計画図 ■社会実験の実施

道路空間再配分による幅員構成の見直し（6→4車線）、および
分離部の表示等による自転車・歩行者空間の視覚的分離

（県道高松丸亀線）

※平成12年度時点

〔出典：国土交通省資料〕

香川・高松の現状 ～自転車の利用環境～

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状の課題の課題

歩道の中央から車道寄りを通行する
自転車が約７０％に増加

段差とカラー舗装により通行区分を
分離・明示

民地寄り：30% 車道寄り：70%

■「県道高松丸亀線」における自転車の通行割合の変化

＊道路交通法第６３条の４（２）：自転車は歩道の中央から車道寄りを通行
＊調査の対象は、中央病院前交差点～天神前交差点間の平日の自転車交通の上り・下り合計
＊調査日 整備後調査：平成13年4月26日（木）

・ 歩行者と自転車の通行区分を分離・明示することにより、歩道の中央から車道寄りを
通行する自転車が約７割となり、通行の整序化が図られた

・ 歩行者と自転車の通行区分を分離・明示することにより、歩道の中央から車道寄りを
通行する自転車が約７割となり、通行の整序化が図られた

至天神前交差点

至中央病院前交差点

［出典：香川県資料］

至天神前交差点

至中央病院前交差点

香川・高松の現状 ～通行区分の明示、分離～

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

10



11

・ 香川県は、人口１万人あたりの自転車
事故件数が全国ワースト１位

・ 香川県は、人口１万人あたりの自転車
事故件数が全国ワースト１位

■人口１万人あたり自転車事故件数（ランキング）

・ 高松市も、人口１万人あたりの自転車
事故件数が人口10万人以上（２７６都市
）の都市で全国ワースト１位

・ 高松市も、人口１万人あたりの自転車
事故件数が人口10万人以上（２７６都市
）の都市で全国ワースト１位

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～自転車の事故～

順位 県名 都市名 （件／万人）
1 香川県 高松市 37.6
2 埼玉県 戸田市 36.9
3 東京都 台東区 36.1
4 埼玉県 草加市 35.8
5 東京都 武蔵野市 31.4
6 埼玉県 上尾市 30.7
7 東京都 立川市 30.4
8 東京都 昭島市 30.1
9 兵庫県 加古川市 29.9

10 大阪府 東大阪市 29.6

21 香川県 丸亀市 27.1

48 徳島県 徳島市 22.4

100 愛媛県 松山市 18.5

111 高知県 高知市 17.9

274 北海道 小樽市 1.8
275 沖縄県 うるま市 1.2
276 長崎県 長崎市 1.2

順位 県名 （件／万人）

1 香川県 23.7

2 埼玉県 22.9
3 大阪府 22.2
4 東京都 20.8
5 岡山県 19.0
6 愛知県 18.3
7 群馬県 17.9
8 福岡県 17.7
9 静岡県 16.4

10 兵庫県 16.0

17 愛媛県 13.2
18 徳島県 13.1

21 高知県 11.2

45 岩手県 4.6
46 沖縄県 3.4
47 長崎県 2.6

(出典：交通事故総合分析センター『ITARDA』 ～平成17年 自転車事故分析結果～

・ 自転車事故件数は１０年前に比べ、香川県で約１．５倍、高松市で約１．８倍に増加・ 自転車事故件数は１０年前に比べ、香川県で約１．５倍、高松市で約１．８倍に増加

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～自転車の事故～

■自転車事故件数の推移（Ｈ 8～17）
※H 8を100とした場合の指数
（出典；香川県警本部「香川の交通」）
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・ 市街地の自転車駐輪場の多くは、ＪＲ及び琴電駅周辺に整備

・ 高松市が設置している自転車駐車場（100円/台）は３箇所

・ 主要ターミナルであるJR高松駅と琴電瓦町駅周辺には、大規模な地下駐輪場が整備

・ また、商店街には、空き店舗を活用した駐輪場や「全自動駐輪場」も存在

・ 市街地の自転車駐輪場の多くは、ＪＲ及び琴電駅周辺に整備

・ 高松市が設置している自転車駐車場（100円/台）は３箇所

・ 主要ターミナルであるJR高松駅と琴電瓦町駅周辺には、大規模な地下駐輪場が整備

・ また、商店街には、空き店舗を活用した駐輪場や「全自動駐輪場」も存在

■全自動駐輪場

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～駐輪施設～

1350

2307(高松駅前広場地下)

3065

75
136

960(瓦町地下)

56

320

188(栗林公園駅前)

150
200

平面形式
立体機械式
地下式 ※数字は収容能力

2,307

1,079

960

■駐輪場位置図

60
50

250
１００円または共通駐車

サービス券を入れるとパー
キングカードが出てきます。

扉が開くので自転車を
セッティングすると自動的
に自転車が格納されます。

■空き店舗を利用した駐輪場

兵庫町商店街

資料：高松市自転車利用環境整備基本計画（平成13年3月、高松市）

■全自動駐輪場

13

14

・ ＪＲ高松駅前広場は放置自転車禁止区域に指定されており、ほとんど駐輪が無い
（スーパーマーケットの前を除く）

・ 商店街は駐輪場が近くに整備されている場所でも、駐輪が多い

・ ＪＲ高松駅前広場は放置自転車禁止区域に指定されており、ほとんど駐輪が無い
（スーパーマーケットの前を除く）

・ 商店街は駐輪場が近くに整備されている場所でも、駐輪が多い

■商店街の状況■ＪＲ高松駅前の状況

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～違法駐輪～



・ 商店街では自転車と歩行者が錯綜することで事故が発生

・ 傘差し運転、通話運転などマナーも低下がみられる

・ 商店街では自転車と歩行者が錯綜することで事故が発生

・ 傘差し運転、通話運転などマナーも低下がみられる

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～運転マナー～

出典：広島県警察ＨＰ
http://www.police.pref.hiroshima.jp/050/index.html 15

・ 自転車王国 香川を全国発信することで、地域振興や県民のまちづくり、健康増進意識
の向上を目指すため昨年の１０月～１１月開催

・自転車振興会や観光協会、行政、企業、市民などが地域ぐるみのイベントを展開

・１０月７、８日は「目指そう自転車マナー日本一 ＢＩＧカーニバル」が開催

・ 自転車王国 香川を全国発信することで、地域振興や県民のまちづくり、健康増進意識
の向上を目指すため昨年の１０月～１１月開催

・自転車振興会や観光協会、行政、企業、市民などが地域ぐるみのイベントを展開

・１０月７、８日は「目指そう自転車マナー日本一 ＢＩＧカーニバル」が開催

自転車マナー教室

ベロタクシー

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～自転車ワールドフェスタ～

出典：サイクルタウン香川 自転車ワールドフェスタ・実行委員会HP
http://www.cycletown-kagawa.jp/

サイクルタウン
香川フォーラム

16
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・ 自転者を公共交通機関に持ち込むことで、より幅広い自転車利用を確保

・ ＪＲ四国では「自転車ワールドフェスタ」で、四国で初となる「サイクルトレイン」を運行

・ 駅の構造等も乗降の際の制約となっている

・ 自転者を公共交通機関に持ち込むことで、より幅広い自転車利用を確保

・ ＪＲ四国では「自転車ワールドフェスタ」で、四国で初となる「サイクルトレイン」を運行

・ 駅の構造等も乗降の際の制約となっている

【ＪＲ四国 サイクルトレイン運行状況】

●期間
平成１８年１１月３日（金・祝）、４日（土）、５日（日）

●区間
予讃線 観音寺～高松 （１往復）
土讃線 琴 平～高松 （１往復）
高徳線 三本松～屋島・高松 （１往復）

●車両
各列車、編成のうち１両をサイクルトレイン車両に
往路（上り）…最後尾車両 復路（下り）…先頭車両

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～鉄道、バスとの連携～

18

・ 郊外型大型店舗の進出により、丸亀町商店街の通行量が減少

・ 再開発や各種イベントなど、再生に向けた取り組みが始動

・ 郊外型大型店舗の進出により、丸亀町商店街の通行量が減少

・ 再開発や各種イベントなど、再生に向けた取り組みが始動

■高松市丸亀町再開発ビル
（H18.11. 3オープン）

■丸亀町商店街の年総通行量の推移

２．自転車を取り巻く現状２．自転車を取り巻く現状と課題と課題

香川・高松の現状 ～商業～

出典：丸亀町商店街HP
http://www.kame3.jp/
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Ａ 安全走行に関する法制度Ａ 安全走行に関する法制度

ヘルメットの着用義務
・ 欧州サイクリスト連盟によるアンケート調査では、EU加盟国（全25カ国）のうち、

回答のあっ た20カ国中４カ国で自転車走行時のヘルメットの着用が義務化

Ｂ 交通安全教育に関する取組みＢ 交通安全教育に関する取組み

自転車講習会の実施
・ ドイツでは、各州において各年齢層に対する安全教育を積極的に実施

特に、幼稚園児の保護者に対して歩行・自転車利用の安全講習会を年間１１万回実施
・ ドイツの小学生は、４年生で警察官による交通安全教育を受講

必須時間は年間20時間で、うち５時間は自転車実習訓練に充当
また、小学校卒業後も、年間10時間の交通マナーに係るカリキュラムを実施

Ｃ その他Ｃ その他

税制面の優遇措置
・ オランダでは、自転車利用の通勤者の自転車保険を企業が負担した場合、

経費として計上することを認めることで税制面を優遇

資料：自転車の安全利用の促進等に関する調査研究 報告書（平成18年7月、財団法人全日本交通安全協会）

公道走行に関する年齢制限
・上記調査によると、14カ国で公道の走行に関して年齢制限を設定
・ ２カ国で自転車免許保有者が公道走行の条件とされ、４カ国は自転車免許保有者のみ

公道走行対象年齢未満でも走行可能とされている。

自転車パスの発行 ・ デュッセルドルフ市では、小学校４年で警察官指導による自転車実習訓練が行われた後、
３段階評価をパスすると顔写真付きの自転車免許（自転車パス）が付与
指導にあたった警察官の所見も加筆される仕組み

制度・教育・税制面 ～海外～
３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

先進事例の一覧
３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）
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地　名　等 内　　　　容

フランス・パリ １３年間で２２７kmの自転車道を整備

オランダ・グローニンゲン ゾーンシステムを採り入れ、自転車、バス優先のまちに改変

車道の一部等を活用した自転車道及び自転車駐車場を整備

歩行者と自転車の通行区分を分離

岡山市 自転車の安全を確保できるよう構造的に分離

大分市（社会実験） 対面通行から一方通行とし、自転車レーンを確保（実現には至っていない）

駐
輪
ス

ペ
ー

ス
新宿区 歩道を拡幅し、歩道場上に駐輪スペースを整備

自転車を押して通行するおしチャリロード

指定駐車場の利用を促すチューリンクーポン

放置自転車への啓発シール

中学生　自転車2000台に注意札、ポケットティッシュ2000個配付

放置自転車ゼロ宣言による住民マナー意識の向上

大阪 池田市 タクシー会社が自転車マナーアップをステッカーでＰＲ

京都市 自転車安全府条例（全国初の幼児用ヘルメット）

名古屋市

福岡市

東京 江戸川区

海
外
・
国
内

自
転
車
走
行
空
間

マ
ナ
ー
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先進事例の一覧
３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

地　名　等 内　　　　容

朝の９時から午後７時まで、自動車の乗り入れが禁止

地区内での車両の最高速度は時速３０ｋｍに制限。

バス専用通行帯を「自転車走行可」

地下鉄と駅駐輪場を組み合わせた乗っチャリパス

指定の駐車場の利用者に協賛店での得点がもらえるチューリンクーポン

京都　 自転車マップ（自転車屋、見どころ、坂道、トイレの場所などの情報満載）

武蔵野　
自転車マップ（走行距離、平均走行時間、最寄り駅、路面状態、交通量、パーキ
ング情報を掲載）

デンマーク・コペンハーゲン 無料レンタサイクル

NPO自転車活用推進研究会参加者のトリップメータのデータを集計し、「ＣＯ2削減」や「カロリー消費」に換算

利
用
促
進

海
外
・
国
内

福岡市

フランス・パリ
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2003年までの１３年間で２２７kmの自転車道を整備

・ 「自転車利用促進長期計画（2002～2010年）」では、全長約３５０kmの自転車道の整備
を計画

・ 自転車道は既存の道路空間を再配分する形で整備
新たに拡幅等を行って整備した例は皆無

2003年までの１３年間で２２７kmの自転車道を整備

・ 「自転車利用促進長期計画（2002～2010年）」では、全長約３５０kmの自転車道の整備
を計画

・ 自転車道は既存の道路空間を再配分する形で整備
新たに拡幅等を行って整備した例は皆無

■パリの自転車道路ネットワーク

現況自転車専用道路
自転車に開放されたバスレーン

車道を削り自転車専用道を整備した例

バスレーンを整備し自転車に解放した例

資料：faire du velo a Paris(2003)

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）
自転車道整備 ～フランス・パリ～

０ 1km
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６車線道路で、バス専用に２車線
を確保し、その両脇に自転車道と
街路樹を設置

■道路空間の再配分

・ 市中心部における交通渋滞の解消のため、1977年に市がゾーンシステムを採り入れ、
自転車、バス優先のまちに改変

・ 整備の方針は、市中心部の道路の大半を、自動車通行不可、または一方通行化し、
その余ったスペースをバスや自転車の走行空間に再配分

・ 市中心部における交通渋滞の解消のため、1977年に市がゾーンシステムを採り入れ、
自転車、バス優先のまちに改変

・ 整備の方針は、市中心部の道路の大半を、自動車通行不可、または一方通行化し、
その余ったスペースをバスや自転車の走行空間に再配分

薄ピンクのハッチング部が、歩行者・自転車専用道路

整備前（1970年） 整備後

■ゾーンシステム

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

自転車道整備 ～オランダ・グローニンゲン～

500m0

注）検討結果により変更の可能性有り

実施箇所
約1.2kmn

■イメージ図

■横断図 南園町東西線北側（御園座前）
現 況

改良後

・ 名古屋市内の国道において、車道幅員
（車線数）の減少により、自転車道を
整備中

・ 名古屋市内の国道において、車道幅員
（車線数）の減少により、自転車道を
整備中

丸の内

伏見名古屋駅

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

自転車道整備 ～名古屋市～
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歩道 植樹帯 車道民地 自転車道

3.0m 2.5m1.5m

歩道 植樹帯 車道民地

■自転車と歩行者の分離

国道53号 約0.9km国道53号 約0.9km

市道 約0.4km市道 約0.4km

至 岡山大学・ 自転車交通量が非常に多い国道にお
いて、車道幅員の縮小（反対車線路
肩・中央帯の縮小）及び構造的に分離
することで自転車道を整備

・ 自転車交通量が非常に多い国道にお
いて、車道幅員の縮小（反対車線路
肩・中央帯の縮小）及び構造的に分離
することで自転車道を整備

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

自転車道整備 ～岡山市～
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・既存の歩道幅員を変えずに自転車専用レーンを設けた
・歩行者と自転車の通行区分を植樹帯で分離することにより歩道の中央から車道寄りを

通行する自転車の割合が約２０％増加

・既存の歩道幅員を変えずに自転車専用レーンを設けた
・歩行者と自転車の通行区分を植樹帯で分離することにより歩道の中央から車道寄りを

通行する自転車の割合が約２０％増加

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

自転車道整備 ～名古屋市～

歩道の中央から車道寄りを通行する自転車
の割合が約20%増加＊

植樹帯の設置により通行区分を分離

車道寄り：66% 民地寄り：34% 民地寄り：13%車道寄り：87%

※道路交通法第63条の4（2）：自転車は歩道の中央から車道寄りを通行

※調査の対象は、城北橋交差点～市役所交差点間の平日の自転車交通の上り・下り合計
※調査日 整備前調査：平成13年1月10日（水）、整備後調査：平成13年4月27日（金）

至城北橋交差点

至市役所交差点

［出典：名古屋市資料］

■「名古屋市・大津町線」における自転車の通行割合

至城北橋交差点

至市役所交差点
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■実験前

・ 社会実験で道路を対面通行から一方通行とし、自転車レーンを確保

・ 実験後アンケート調査では、自転車レーンを整備した方がよいという意見が多い

・ しかし、周辺住民から車・自転車のスピードアップにより危険、一方通行による利便
性の低下などの懸念が指摘され、本格的実施に至っていない

・ 社会実験で道路を対面通行から一方通行とし、自転車レーンを確保

・ 実験後アンケート調査では、自転車レーンを整備した方がよいという意見が多い

・ しかし、周辺住民から車・自転車のスピードアップにより危険、一方通行による利便
性の低下などの懸念が指摘され、本格的実施に至っていない

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

自転車道整備 ～大分市～

■実験中
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■通行方法の呼びかけ

・ 高校２校と盲学校が近傍にある道路で、錯綜による危険性が指摘

・ 朝のラッシュ時１時間に限り、地元住民が看板を持って通行方法を呼びかけ

・ 高校２校と盲学校が近傍にある道路で、錯綜による危険性が指摘

・ 朝のラッシュ時１時間に限り、地元住民が看板を持って通行方法を呼びかけ

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

運用による対策 ～名古屋市～

28



■歩道を利用した駐輪スペース

早稲田駅周辺

・ 歩道を拡幅し、歩道上に駐輪スペース を整備（管理主体：新宿区）・ 歩道を拡幅し、歩道上に駐輪スペース を整備（管理主体：新宿区）

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

駐輪場整備 ～新宿区～
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・ 快適な歩行者空間づくりを目指す、自転車のマナー向上のためのプロジェクト
【主催：Ｗｅ Ｌｏｖｅ天神協議会（沿道の会社等で構成） 協力：福岡市自転車対策課】

・ 「放置自転車」の撤去、「おしチャリロード」の啓発、指定駐輪場の利用を促す
「チューリンクーポン」の発行、放置自転車への「啓発シール」の貼付などを実施

・ 「おしチャリロード」は、指定道路で自転車を押して運行するように啓発

・ 快適な歩行者空間づくりを目指す、自転車のマナー向上のためのプロジェクト
【主催：Ｗｅ Ｌｏｖｅ天神協議会（沿道の会社等で構成） 協力：福岡市自転車対策課】

・ 「放置自転車」の撤去、「おしチャリロード」の啓発、指定駐輪場の利用を促す
「チューリンクーポン」の発行、放置自転車への「啓発シール」の貼付などを実施

・ 「おしチャリロード」は、指定道路で自転車を押して運行するように啓発

■おしチャリロード

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

マナー向上（グッドチャリライフプロジェクト） ～福岡市～

■チューリンクーポン

■啓発シール
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・中学生が立ち上がり、自転車盗難０とマナーアップを呼びかけ

・放置自転車ゼロ宣言による、住民の意識向上

・タクシー会社が自転車マナーアップのステッカーでＰＲ

・京都府では自転車安全条例（全国初となる幼児用ヘルメット義務化）制定へ

・中学生が立ち上がり、自転車盗難０とマナーアップを呼びかけ

・放置自転車ゼロ宣言による、住民の意識向上

・タクシー会社が自転車マナーアップのステッカーでＰＲ

・京都府では自転車安全条例（全国初となる幼児用ヘルメット義務化）制定へ

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

マナー向上 ～東京 江戸川区・大阪 池田市・京都市など～

■中学生によるマナーアップ運動（江戸川区）

■放置自転車０宣言
（江戸川区）

■タクシー会社が実施す
る自転車マナーアップス
テッカー（池田市）

資料；江戸川区HP

資料；江戸川区HP

資料；阪急タクシーHP
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■グローニンゲンの道路空間再配分

・ 第１回が1997年にラ・ロッシェル（フランス）で開催されて以来、毎年 9月22日に行われ
、現在主にヨーロッパの１０００市以上が参加

・ 市内中心部の計５地区が対象で、朝の９時から午後７時まで、自動車の乗り入れが禁
止され、自転車、公共交通や低公害車等のみが乗り入れを許可

・ 地区内での車両の最高速度は時速３０ｋｍに制限。この日だけは、自転車、歩行者、ロ
ーラースケート等が、車を気にすることなく車道を走行

・ 第１回が1997年にラ・ロッシェル（フランス）で開催されて以来、毎年 9月22日に行われ
、現在主にヨーロッパの１０００市以上が参加

・ 市内中心部の計５地区が対象で、朝の９時から午後７時まで、自動車の乗り入れが禁
止され、自転車、公共交通や低公害車等のみが乗り入れを許可

・ 地区内での車両の最高速度は時速３０ｋｍに制限。この日だけは、自転車、歩行者、ロ
ーラースケート等が、車を気にすることなく車道を走行

自動車の大渋滞の中、自転車が通行!!

■ノーカーデーの日のパリ市内中心部（カルチェラタン）

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

利用促進 （ノーカーデー） ～フランス・パリ～
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・ 「乗っチャリパス」は、地下鉄と駅駐輪場を組み合わせた共通定期券。
通勤・通学対象の割引特典により、自転車及び駐輪場利用を促進

・ 「チューリンクーポン」は、指定の駐輪場の利用者に協賛店での得点がもらえる制度

■乗っチャリパス ■チューリンクーポン

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

利用促進 （乗っチャリパス） ～福岡市～

出典：福岡市土木局道路計画部自転車対策課
http://www.chari-angels.com/top_index.html

自転車マップスタッフお勧めコース、自転車屋、見どころ、坂道、トイレ、お勧めカフェな
の情報が満載

自転車マップスタッフお勧めコース、自転車屋、見どころ、坂道、トイレ、お勧めカフェな
の情報が満載

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

利用促進 （自転車マップ） ～京都～

出典；京都自転車マップ（環境市民）

自転車マップスタッフお自転車マップスタッフお
勧めサイクリングコース勧めサイクリングコース

お勧めカフェお勧めカフェ

自転車店自転車店

トイレトイレ

お勧めレストランお勧めレストラン

観光スポット観光スポット レンタサイクルレンタサイクル

駐車場（有駐車場（有
料）料）

自転車走行禁止の道自転車走行禁止の道

坂道坂道

0 500m
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・ 都市内に流入するマイカーを減らすことを目的に1997年5月スタート。
シティバイクは独自にデザインされたユニークな自転車を使用

・ サイクルポートで20クローネ（約400円）投入すると鎖がはずれ、返却時に鎖をつなぐと
返金される仕組み。サイクルポートは市内約120箇所に点在

・ 運営は財団が担当し、修理費などは、スポンサーからの広告収入でまかなわれる。

・ 都市内に流入するマイカーを減らすことを目的に1997年5月スタート。
シティバイクは独自にデザインされたユニークな自転車を使用

・ サイクルポートで20クローネ（約400円）投入すると鎖がはずれ、返却時に鎖をつなぐと
返金される仕組み。サイクルポートは市内約120箇所に点在

・ 運営は財団が担当し、修理費などは、スポンサーからの広告収入でまかなわれる。

レンタサイクル貸し出し・返却所

■シティバイク利用可能エリアとレンタサイクルポート位置

ユニークなデザインの自転車ユニークなデザインの自転車 市内の地図がついた自転車市内の地図がついた自転車

■コペンハーゲンの特性■コペンハーゲンの特性
・市内の通勤手段の１／３は自転車
・レンタサイクルポートは200～300ｍ間隔に配置
・当初は民間の２社がスポンサーになっていたが、企業イメージの向上を目的に多数
の大手企業が参加（高い宣伝広告効果）
・レンタサイクル利用者の40％は外国人観光客
（資料：自転車とまちづくり（学芸出版社）、ヨコハマ経済新聞ほか）

資料：bycyklen kobenhavn HP による
http://www.bycyklen.dk/

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

利用促進 （無料レンタサイクル） ～デンマーク・コペンハーゲン～
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・ 参加者のトリップメータのデータを集計し、「ＣＯ2削減」や「カロリー消費」に換算する
ことで、「環境保全」や「健康」の観点から自転車利用を促す啓発を実施

・ 参加者のトリップメータのデータを集計し、「ＣＯ2削減」や「カロリー消費」に換算する
ことで、「環境保全」や「健康」の観点から自転車利用を促す啓発を実施

３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）３．海外・国内先進都市の取り組み事例（課題解決のヒントとなる事例）

利用促進 （エコサイクルマイレージ） ～NPO自転車活用推進研究会～


